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•①‐1：環境・社会データの検証・技術支援 (ESG情報開示に関する自主的な検証）

•①‐2：J-クレジット制度・カーボンオフセット制度等の検証 （制度に基づく検証：国内）

•①‐3：CDM/JCM（二国間クレジット制度）の審査・検証（制度に基づく検証：海外）

•①‐4：再生可能エネルギー電力メニューの第三者検証

•①‐5：カーボンニュートラルガスメニューの第三者検証

①審査・検証

•グリーンエネルギー認証制度（グリーン電力証書等）の運営、認証

②グリーンエネルギー関連業務

• JICA中小企業SDGsビジネス支援業務 （SDGsソリューション）

•地球温暖化対策実行計画の策定支援 （CNソリューション）

③ソリューション業務

カーボンニュートラル

プラットフォーム

ＪＱＡ 約20年の経験を基盤とし、企業のカーボンニュートラル達成に向けた

取り組みに対し、さまざまな支援ツールを効果的に提案する

「JQAカーボンニュートラル プラットフォーム」を展開

JQAの第三者検証・技術支援業務
JQAカーボンニュートラルプラットフォーム



検証対象の決定（追加） 検証範囲の決定（拡大） 検証時期の検討

• GHG（Scope1,2,3）

• CO2、その他ガス

• 水、廃棄物、VOC

• NOx、SOx

【環境の側面】

• 女性社員（管理職）比率

• 労働災害による死亡者
等

【社会の側面】

自社や国内事
業所が中心

①毎年7月末頃

• 2段階検証の実施

• 下期に現地検証

• データ検証の残りを次年度

②前倒し（早期実施）

• CDP※１スコア算定・検証・添
付の時期を分ける

• 算定：直近1年、検証：下期
実施（進行中と回答）、添
付：2年度前分

③後ろ倒し（下期検証）

関連会社 海外事業所
バリューチェーン

拡
大

環境・社会データの第三者検証
お客さま組織の目的に沿った検証対象、検証範囲をご相談の上決定し、検証を実施します。

※1 CDP: カーボン・ディスクロージャー・プロジェクトの前身で、気候変動など環境分野に取り組む国際的非営利団体。CDPの署名機関投資家を代表して世界中の企業に毎年質問状を送り、
気候変動に対する戦略や温室効果ガス排出量の実績について開示を求めている。



ルールに基づく検証可能な
パフォーマンスデータの開示

開示するパフォーマンス
データの選定

第三者検証の実施、さらなる
開示情報の信頼性確保へ

算定ルールを策定し、検証可能な
値を算出できるように体制を整備
することが重要です。

サステナビリティ情報開示のためのステップ
第三者検証を受けることで開示情報の信頼性を高め、ステークホルダーの信頼獲得につながります。



算定・検証基準の相関図

検証受検組織さま
自社算定ルールに基づき
環境・社会データを算定する

算定ルールの
参考とする

検証機関(JQA）
検証報告書の作成

検証

検証基準として
準拠する

GHG Protocol
（GHG算定の標準化ガイド

ライン）
ISO 14064-1※2

GRIスタンダード※4

・ISO 14064-3※3

・ISAE 3000※5

（CDPが認める検証基準）

組織の自社算定ルールおよび算定したデータを、当機構が検証基準に基づき検証し、検証報告書を作成いたします。

※2 ISO 14064-1:温室効果ガス−第1部：組織における温室効果ガスの排出量及び吸収量の定量化及び報告のための仕様並びに手引－企業や工場など組織単位のGHG排出量の算
定・報告に関する仕様を規定している。

※3 ISO 14064-3:温室効果ガス－第３部：温室効果ガスに関する主張の妥当性確認及び検証のための仕様並びに手引－検証機関の妥当性確認および検証に関する仕様を規定して
いる。

※4 GRI スタンダード:グローバル・レポーティング・イニシアティブ(Global Reporting Initiative: GRI)という国際的非営利団体が2016年10月に発行したサステナビリティ報告
書のガイドライン。多くの企業や組織が非財務情報開示の枠組みとして活用している。

※5 ISAE 3000:国際会計士連盟(IFAC)が公表している国際保証業務基準第3000号「過去財務情報の監査又はレビュー以外の保証業務」



検証の流れ

◆環境・社会関連情報の第三者検証

当機構では、以下の流れで検証プロセスを進め、お客さま組織の社会における信頼づくりをお手伝いいたします。



検証の仕様および報告書

①算定基準：自社算定ルール

検証基準：ISO 14064-3, ISAE 3000

②保証水準：限定的保証

③重要性の判断基準：5%

④対象データ：

【環境データ】GHG （Scope1,2,3）、水、廃棄物

【社会データ】労働災害度数率など

⑤現地訪問先：本社（算定状況により

関連会社など）およびサンプリング拠点

⑥第三者検証報告書：和文および英文

算定基準や検証基準、保証水準など、仕様を記載した「検証報告書」を発行いたします。

仕様書（例）


